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代型事例に見る次世代 ITアウトソーシングサービス「AGILIT」の活用法

ライズホスティングまで、システム

規模に応じて、各種ホスティングサ

ービスを提供しています。中でもア

ベイラビリティ100％、ノーダウン、

しかも非常に短期間でインストレー

ションできるという特長を持つ

AGILITは、Webホスティングから

エンタープライズホスティングの領

域まで広範囲にカバーし、特に大規

模システムに対して効果を発揮する

ことから、今後大きく伸びることが

期待できますし、ホスティングサー

ビスの柱にしていきたいと考えてい

ます。今後、ネットワークとホステ

ィングをセットにして、回線に付加

価値を付けた形でお客さまに提供し

ていくことが重要だと思っていま

す。」（NTTコミュニケーションズ㈱

代表取締役副社長　野村雅行氏）

AGILITの現在までの受注パター

ンを分析すると、表1に示すような

カテゴリーに分類できる。情報発信

システムは、インターネット向けの

社内のみならず取引先、顧客に対

して万全のセキュリティとビジネス

コンティニュイティ（BC）の確保

が、企業にとって絶対条件となって

いる。そのために企業は、ネットワ

ーク及び IT環境を常に最適な状態

に維持し、運用していくために多く

の課題を抱えている。

グローバル IPソリューションカ

ンパニーとして、ソリューション、

ネットワークマネジメント、セキュ

リティ、グローバルの4本柱の軸に

新たにユビキタスを追加してビジネ

スを展開するNTTコミュニケーシ

ョンズでは、情報技術とコミュニケ

ーション技術を統合的に“ I C T

（Information & Communication

Technology）”として捉えた、「安

心」「安全」「快適」なワンストップ

ソリューションを提供している。

「今後、特にビジネスを拡大して

いきたい分野として、ホスティング

サービスがあげられます。現在

Web／Mailサーバのホスティング

から、SAPやExchange Serverを

はじめとするアプリケーションパッ

ケージのホスティング、エンタープ
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Webサイトであり、外部向けイン

タラクティブシステムは、オンライ

ン・トレーディングやECサイトで

ある。また、インターネットとは接

続せずに、イントラネットのみの内

部向け基幹システムの分野もある。

以下、AGILITビジネスを統括す

る ITマネジメントサービス事業部

ビジネス基盤サービス部の与沢和紀

部長への取材結果を基に、横軸の３

つの適用モデルの概況と受注拡大に

向けた今後の戦略を示す。

①単純Web/Mailモデル

このモデルの代表的な事例が、後

続の頁で紹介するA社の事例であ

る。単なるWebサーバはシステム

規模が比較的小さいことから、

AGILITではなくNTTコミュニケ

ーションズが提供する他のホスティ

ングサービス（Power Platformな

ど）へ誘導している。比較的大規模

サイトへ広域負荷分散によるDR

（ディザスタリカバリ）や、CoD

（キャパシティ・オンデマンド）が

ヒットしている。

受注システムの多くは、インター

ネット向けWebサーバ（Apache、

IIS、iPlanetなど）をボリュームサ

ーバで構築し、負荷の増減に応じて

サーバ台数、インターネット帯域制

御（最低保証帯域とピークトラフィ

ック値）を変更することで、低コス

ト（最適コスト）で、かつビジネス

チャンスを逃さないWebサイトを

実現するというものである。

今後の戦略としては、ネットワー

クプロバイダでもあることの強み

（複数データセンタを活用した広域負

荷分散、ディザスタリカバリ等）を

生かせるセグメントを積極的に狙う。

②パッケージアプリケーション・モ

デル

このモデルは、e-Systms社と

AGILITの協業によるオンデマンド

CRMが代表例である。

CRMやVideo関連アプリケーシ

ョンに対するSLAがヒットしてい

るものの、日本ではパッケージアプ

リをそのまま利用するマーケットそ

のものがまだまだ小さい。
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ITマネジメントサービス事業部

ビジネス基盤サービス部長　与沢和紀氏

銀行をはじめとする金融業界のシス

テムは、典型的なクローズドシステム

として構築されています。ところがイ

ンターネットバンキングなどの新しい

銀行サービスでは、銀行のクローズド

システムに、インターネットからアク

セスし、残高照会や資金移動を行うよ

うになりました。このようなオープン

モデルとの接点で課題となるのが、バ

ーストトラフィックや外部からの攻撃

など、予期せぬ変化への対応です。キ

ャパシティ・オン・デマンド（CoD）

など優れた特長のあるAGILITをオー

プンモデルとクローズドモデルとのゲ

ートウェイとして活用したいと考えて

います。

また、金融業界においては、絶対に

停止しないWebサイトに対する要望

が高まっています。このようなニーズ

に対しても、高信頼性・可用性を特長

とするAGILITは最適だと思います。

私どもは“金融業界向けAGILITモデ

ル”の実績を作っていきたいと考えて

います。

NTTコミュニケーションズ㈱
第一法人営業本部

理事・金融営業部長　山口徹朗氏
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戦場である。SLA、CoD（スケール

アウトによる定常コスト減）、及び

カスタムアプリケーションと

AGILIT提供の ITインフラの親和

性がキーとなっている。

今後の戦略は、やはりアプリケー

ションを握っているSI会社との連

携・協業を積極的に推進していくこ

とである（開発、最大負荷可能なス

テージング環境のCoD提供を含む）。

「現在までの受注状況を総括しま

すと、カスタムAPモデルが、シス

テム数が全体の 61％強、受注額も

76%と最も多くなっています。これ

は、結果的に日本でのサーバアウト

ソーシング市場の比率と似ていま

す。システム数では、Webホステ

ィングが圧倒的に多いのですが、金

額ベースでみると日本の場合は大し

たことはありません。」（NTTコミ

ュニケーションズ㈱　ITマネジメ

ントサービス事業部ビジネス基盤サ

ービス部長　与沢和紀氏）

なお、参考までに自社運用の場合

とAGILITとのコスト比較を図2に示

す。自社運用と比較し、AGILITの

オンデマンドホスティングサービス

は、常に高品質かつ安定したオペレ

ーションサービスとともに、大幅な

コスト削減を実現することが可能で

ある。実際、自社のOCNサービスの

ミュージックサイトとゲームサイト

の2サイトに適用した結果、アクセ

ス特性に対応した変動型インターネ

ット帯域・サーバの適用と高度な運

用により、前者で55％（月額800万

円→380万円）、後者で50％近いコス

ト削減を実現できたという。

今後の戦略は、後続の頁で紹介す

るシンクライアントによる S B C

（サーバベースコンピューティン

グ）、グループウェアなど、特定分

野でのソリューションをパッケージ

化、SI会社との協業を積極的に推

進していく。

③カスタムアプリケーション・モデル

このモデルの代表的な事例が、後

続の頁で紹介するAGILITを基盤と

したロイター・ジャパンの情報配信

システムの事例である。

この領域が、現在のAGILITの主
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図2 自社運用とAGILITのコスト比較

AGILITは、システムの信頼性に加

え、変化への対応力、オペレーション

の品質も大きな特長だと思います。ア

ウトソーシングに対するニーズが急速

に高まり、今後マーケットが拡大して

いく中で、AGILITの強みを訴求して

いくことによって大きなビジネスチャ

ンスが得られると考えています。情報

ビジネス業界では、金融系の情報を中

心とした配信システムの基盤として

AGILITを利用していただいている実

績もありますが、今後はコンテンツを

中心としたビジネスの基盤としても有

力であることから、積極的な提案活動

を展開していきたいと考えています。

特に最近、通信と放送の融合が話題に

なっていますが、例えば放送とか新聞

といったメディア系ではいろいろなコ

ンテンツを配信していくビジネスが始

まっており、今後大きく拡大していく

と思われることから、AGILITは私ど

もにとって強力な武器になり得ると考

えています。

NTTコミュニケーションズ㈱
第一法人営業本部

理事・情報ビジネス営業部長　古川公一氏
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●サン・マイクロシステムズなどの

ニューテクノロジーに注目

AGILITプラットフォームのサー

バについては、現在マルチベンダー

での対応を図っているが、サン・マ

イクロシステムズ社のニューテクノ

ロジーに注目しているという。

サンは去る９月16日、「Galaxy」

のコードネームで呼ばれていた

AMD Opteron搭載の新サーバを日

本でも正式発表した。新サーバは、

デュアルコア AMD Opteron プロ

セッサを搭載したことによる高速な

演算スループット性能と、低消費電

力が特長である。さらに、近い将来

市場に投入される予定の「Niagara」

プロセッサは、スループットと低消

費電力、及び仮想複数処理動作を極

めて高い次元で両立した革新的な

CPU といわれている。

「Niagara によりサーバの価値が

大きく変わると思われます。 私ど

ものようなデータセンターを活用し

てシステムの維持管理サービスを展

開している事業者にとって、サーバ

の低消費電力化は極めて重要です。

データセンター＝電力代と言っても

過言ではなく、サーバの消費電力に

起因する費用は馬鹿になりません。

直接的にサーバが消費する電力費用

はもちろん、空調設備や電源供給設

備、運転費用など、多額の経費がか

かっています。Galaxyの消費電力

は従来製品の1/3、Niagaraに至っ

ては能力対比で見ると1/7といわれ

ていますので、注目せざるを得ませ

ん」（前出　与沢和紀部長）

●AGILIT マルチDC化

NTTコミュニケーションズでは、

AGILITデータセンターのマルチ化

を図っている。汐留DC、埼玉DC

に加え、関西方面ユーザーと首都圏

ユーザー向けに広域負荷分散による

DRサイトとして、新しく大阪・堂

島DCを設けた他、高物理セキュリ

ティを要望するユーザー向け超セキ

ュアサイトでの展開も図っている。

これらマルチDCのシステムをメイ

ンDCのOSSから集中監視している。

ストレージの仮想化、広域グリッド、

ビジネスコンティニュイティをキー

ワードに今後もAGILITのマルチDC

化をすすめていく方針である。

なお、堂島DCはNTT西日本の

ビルを利用していることもあって、

NTT西日本との協業により、関西

エリアでのホスティングソリューシ

ョン・ビジネスのさらなる拡大が期

待できるとしている。

●CoD対応期間の短縮

「ミニマム４時間からミニマム４

分へ」を合い言葉に、来年には

CoD対応期間の短縮に向けてCisco

製のSANブート装置とインフィニ

バンドによる瞬時に追加サーバを立

ち上げる技術の検証や、新たな技術

の導入を図るなど、本格的に取り組

む方針である。

以上、AGILITビジネスの概況を

紹介した。進化する次世代型 ITア

ウトソーシングサービス「AGILIT」

の今後に期待したい。
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今後の展開

私どもはクラリオン様でAGILITをお

使いいただくなどの実績があります。

実際にお客様には、AGILITの場合、納

期も含めて柔軟な対応ができるという

のを実感して頂いたと思います。お客

様のご要望に沿ったかたちのサービス

であるし、私ども営業にとっても武器

になることがやってみてよく分かりま

した。さらに、次のお客様からの仮受

注をいただくなど、今後大きくビジネ

スが拡大できるのではないかと期待し

ています。製造・流通第二営業部のお

客様で、ネットワークはかなりご利用

していただいていますが、ソリューシ

ョンビジネスが展開できていないお客

様がたくさんいます。こういったお客

様に対し、これまでの経験を踏まえて

AGILITを積極的に提案していきたいと

考えています。ここにきて、アウトソ

ーシングに対するお客様の機運が高ま

っており、私どもの提案を短期間で受

け容れていただけるようになってきま

した。今後は、AGILITを営業活動の一

つの柱としていきたいと考えています。

NTTコミュニケーションズ㈱
第一法人営業本部

製造・流通第二営業部長　神原修氏
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